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人権啓発事業のうちの「人権啓発イベント」の見直し案について 

－平成 27 年度の実施結果と平成 28 年度の方向性－ 

 
○ これまでに「かながわ人権政策推進懇話会」や「神奈川県人権啓発推進会議」等においていただいた

ご意見に対する平成 27 年度の実施状況と平成 28 年度の方向性（案） 
 
 [主な見直しの状況] 

Ⅰ 人権啓発全般                             ☆：新たな取組み 

見直しのポイント H27 の実施結果 H28 の方向性（案） 

無意識の中に潜んでいる「差別意

識（差別を生む意識）」に気づいて

もらうための人権啓発の取組み 

●啓発イベント等の中でできる

ことを課内で話し合い 

☆「気づき」を啓発するための

教材(人権研修の教材等)を使

用した啓発を検討 

人権侵害の被害を実感したことの

ない人、あるいは弱い立場にいな

い人たちに関心を持ってもらうた

めの人権啓発の取組み 

☆当事者・支援者ﾒｯｾｰｼﾞ紹介 

（ﾒｯｾｰｼﾞ展） 

●中学生人権作文ｺﾝﾃｽﾄ入賞作品

紹介(朗読・冊子)【ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ】 

●当事者・支援者ﾒｯｾｰｼﾞ紹介 

（ﾒｯｾｰｼﾞ展） 

●中学生人権作文ｺﾝﾃｽﾄ入賞作品

紹介(朗読・冊子)【ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ】 

☆相手の立場に立って行動する

ための啓発を検討 

(例)：障がい者と共に生きる 

－手助けの仕方を知る 

体験する－ 

（手話、盲導犬、車いす等） 

「人権は嫌なものである」人権に対

する無関心や理解不足から来る

「触れたくないもの」「避けたいも

の」というｲﾒｰｼ （゙そういう風潮も

時には見られる）を払しょくするため

の工夫 

会場全体のｲﾒｰｼﾞやｲﾍﾞﾝﾄのｷｬｯﾁ

ﾌﾚｰｽﾞの工夫 

 【ｲﾒｰｼﾞ】 

☆TV 画面を活用してﾒｯｾｰｼﾞを 

展示し、全体的に明るいｲﾒｰｼﾞ

に演出。    （ﾒｯｾｰｼﾞ展） 

☆講演を「落語」形式として、

気軽に参加できるよう工夫。  

（ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ） 

【ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ】 

●大切なあなた、大切なわたし 

（ﾒｯｾｰｼﾞ展） 

●輝く笑顔を茅ヶ崎から 

（ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ） 

会場全体のｲﾒｰｼﾞやｲﾍﾞﾝﾄのｷｬｯﾁ

ﾌﾚｰｽﾞの工夫 

 【ｲﾒｰｼﾞ】 

●TV 画面を活用してﾒｯｾｰｼﾞを 

展示し、全体的に明るいｲﾒｰｼﾞ

に演出。     （ﾒｯｾｰｼﾞ展） 
●講演会に気軽に来てもらえる

ような講師を選定。 

（ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ） 

【ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ】 

●引き続き、ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞの工夫 

 

 

【その他】 

☆著名人ﾒｯｾｰｼﾞの二次利用の検

討（ﾒｯｾｰｼﾞｶｰﾄﾞ、ﾊﾟｿｺﾝ壁紙等） 

☆他のﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑと連携・協力

した啓発活動の拡大を検討

（野球、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ等） 

☆「普通の生活」を支えている

人権（自由権、社会権等）を

再認識できる啓発を検討 

「公権力と国民との関係における

人権問題」と「国民相互の関係に

おける人権問題」とのバランスが

取れ、また「中立性」を確保した

形での人権啓発の取組み 

●国の基本計画に沿って基本と

なる考え方を整理 
●啓発ｲﾍﾞﾝﾄ等の中でできること

を課内で話し合い 

☆誰もが受け入れやすく、参加

しやすい雰囲気の中で、憲法

が保障する基本的人権や世界

人権宣言の内容を紹介 

（資料 2-2） 

人権教育、関係団体、企業等との

連携・協力の充実 

●啓発ｲﾍﾞﾝﾄ等の中でできること

を課内で話し合い 
☆関係部局、関係団体、企業等

との相互 PR（HP 等で CSR 等と

啓発ｲﾍﾞﾝﾄ等を相互 PR）・連携 
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見直しのポイント H27 の実施結果 H28 の方向性（案） 

実施効果の検証、検証結果を踏ま

えた取組みの充実（PDCA） 

●ｲﾍﾞﾝﾄ実施後のｱﾝｹｰﾄを実施 
【ﾒｯｾｰｼﾞ展】＊出展者・協力者ｱﾝｹー ﾄ結果 

 広報「良かった」58.7% 
・SNS,twitter 等の使用良い 

 TV 画面を利用したﾒｯｾｰｼﾞ紹介「良

かった」56.5% 

【ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ】＊来場者ｱﾝｹｰﾄ結果 

 ｲﾍﾞﾝﾄに参加して人権問題への関

心や理解は深まったか 

 非常に深まった  48.3% 

 少し深まった    44.8% 

【ﾍﾞﾙﾏｰﾚ】＊来場者ｱﾝｹｰﾄ結果 

 人権啓発ﾌﾞｰｽは人権について考え

るきっかけになったか 

   なった   51% 

   少しなった 43% 

「このような活動をｻｯｶｰ以外でも

やってもらいたい」 

 

（●県民ニーズ調査） 

●ｲﾍﾞﾝﾄ実施後のｱﾝｹｰﾄを実施 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 
・SNS,twitter 等を引続き使用 
・新たに市町村広報紙の活用 
・TV 画面で流すﾒｯｾｰｼﾞの内容

の充実を図る 
【ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ】 

・内容の充実（講師の選定等）

と広報の強化（SNS 等の使用

等）を図る。 

 

【ﾍﾞﾙﾏｰﾚ】 

・引続き湘南ﾍﾞﾙﾏｰﾚと連携した

取組みを実施 

 

 

☆他のﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑと連携・協力

した啓発活動の拡大を検討

（野球、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ等）(再掲) 

 

（☆県民ニーズ調査の検討） 
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Ⅱ 人権啓発イベント 

・第 20 回人権メッセージ展                    [横浜会場]  平成 27 年 12 月 2日(金)～5 日(日)  

[県庁会場]       12 月 20 日(日)         

 ・かながわハートフルフェスタ 2015in ちがさき                  平成 27年 12 月 12 日（日） 

 ・湘南ベルマーレと連携・協力した人権啓発活動  [ホームゲーム]       平成 27 年 10 月 24 日（土）    

[地元交流ｲﾍﾞﾝﾄ]    平成 28 年 2 月 20 日（日）   

[保育園での人権教室] 平成 28 年 3月 7日（月） 

見直しのポイント H27 の実施結果 H28 の方向性（案） 

①発信力の強化 

（意見） 
・Skype(ｽｶｲﾌﾟ) 

USTREAM(ﾕｰｽﾄﾘｰﾑ)、 
twitter(ﾂｲｯﾀｰ) 等の 
メディアの活用 

 twitter、HP 等による事前 PR 
【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

・開催前 PR 

・著名人の過去ﾒｯｾｰｼﾞの紹介 

・出展団体の紹介 

・県民ﾒｯｾｰｼﾞ（募集） 

・ラジオ CM の掲載（HP） 

 

☆twittbot を活用し、利用者の多い

時間帯に自動で情報発信 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

 HP ｱｸｾｽ数 H27:1,209 

H26：701(twittbot なし) 
         

☆ｲﾍﾞﾝﾄ当日、TV 画面を利用し、過去

に頂いた著名人ﾒｯｾｰｼﾞや 

新たな当事者ﾒｯｾｰｼﾞ等を紹介 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

 出展者・協力者ｱﾝｹｰﾄ結果 

「このままでよい」 

過去ﾒｯｾｰｼﾞ    58.7％ 

当事者等ﾒｾｰｼﾞ   63% 

出展団体ﾒｯｾｰｼﾞ  56.5% 

 

☆著名人の HP、twitter、ブログ等で

の情報発信の協力（実績 1 件） 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

 

 

 市町村広報紙での PR（ﾊｰﾄﾌﾙ） 

管内 4市町に依頼し 2 市掲載 

 来場者ｱﾝｹｰﾄ結果では 23％で一

番効果が高かった。 

 

 ｱﾄﾗｸｼｮﾝ等の動画配信を検討 
（内容、技術、手法等）（未実施） 
 
 Skype(ｽｶｲﾌﾟ)を活用したｱﾄﾗｸｼｮﾝ

の検討（未実施） 

 twitter、HP 等による事前 PR 

 

・開催前 PR 

・著名人の過去ﾒｯｾｰｼﾞの紹介 

・出展団体の紹介 

・県民ﾒｯｾｰｼﾞ（募集） 

※ラジオ CM は費用対効果の面から 

要検討 

 twittbot を活用し、利用者の多

い時間帯に自動で情報発信 

 

 

 

 

 ｲﾍﾞﾝﾄ当日、TV 画面を利用し、

過去に頂いた著名人ﾒｯｾｰｼﾞや 

新たな当事者ﾒｯｾｰｼﾞ等を紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 著名人の HP、twitter、ブログ等

での情報発信の協力依頼 
（より多くの方にご協力いただける 

よう、依頼方法を検討） 

 

 市町村広報紙での PR 
（より多くの市町村に依頼） 
 
 

 
 ｱﾄﾗｸｼｮﾝ等の動画配信を検討 

（内容、技術、手法等） 
 

※Skype(ｽｶｲﾌﾟ)は、ﾘｱﾙﾀｲﾑでのや

りとりであり突発的事態への対

応が困難であるため、実施につ

いては未定。 
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見直しのポイント H27 の実施結果 H28 の方向性（案） 

②注目度のアップ 

（意見） 
・Skype(ｽｶｲﾌﾟ)を活用した対

談、USTREAM(ﾕｰｽﾄﾘｰﾑ)
での動画配信 等 

《再掲》 
 ｱﾄﾗｸｼｮﾝの動画配信を検討(再掲) 

 
 Skype(ｽｶｲﾌﾟ)を活用したｱﾄﾗｸ 

ｼｮﾝの検討（未実施）(再掲) 

《再掲》 
 ｱﾄﾗｸｼｮﾝ等の動画配信を検討 

（内容、技術、手法等） 
※Skype(ｽｶｲﾌﾟ)は、ﾘｱﾙﾀｲﾑでのや

りとりであり突発的事態への対

応が困難であるため、実施につ

いては未定。 
・各種ｱﾄﾗｸｼｮﾝの工夫  ミニライブの実施【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

（注目度・集客力が大きい） 

 ゆるキャラの登場【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

（注目度・集客力が大きい） 

☆ミニ手話教室の実施 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】（知識の発信） 

 ミニライブの実施 

 

 ゆるキャラの登場 

 

 ミニ手話教室の実施 

 

☆盲導犬、介助犬のﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ、 

車いす利用者の手助けの仕方 

  など 

・ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑと連携した取組

みの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 湘南ﾍﾞﾙﾏｰﾚ 

(選手の協力が得られ、いずれも集客力、注

目度・効果が高い) 

【ﾎｰﾑｹﾞｰﾑでの啓発活動】 

・選手を起用したﾎﾟｽﾀｰの掲出 

・人権啓発ﾌﾞｰｽでの人権ｸｲｽﾞ等の実施 

・啓発物品（ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ）の配布 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの広告掲載       

・場内ｱﾅｳﾝｽによる啓発 

 

・大型ﾋﾞｼﾞｮﾝによる啓発 

・人権ﾒｯｾｰｼﾞﾊﾟﾈﾙの活用 

 

【巡回ｻｯｶｰ教室とのｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞによる

人権教室】 

 ・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの体験等 

・人権ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰを使った紙芝居 

・啓発ｸﾞｯｽﾞの配布 

 

☆【ﾌｧﾝ交流ｲﾍﾞﾝﾄでの啓発】 

・啓発物品（ｸﾘｱﾌｧｲﾙ）の配布 

 

 湘南ﾍﾞﾙﾏｰﾚ 

（引き続き実施） 

【ﾎｰﾑｹﾞｰﾑでの啓発活動】 

・選手を起用したﾎﾟｽﾀｰの掲出 

・人権啓発ﾌﾞｰｽでの人権ｸｲｽﾞ等の

実施 

・啓発物品の配布 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの広告掲載 

・場内ｱﾅｳﾝｽによる啓発 

(☆選手からのﾒｯｾｰｼﾞを流す等) 

・大型ﾋﾞｼﾞｮﾝによる啓発 

・人権ﾒｯｾｰｼﾞﾊﾟﾈﾙの活用 

 

【巡回ｻｯｶｰ教室とのｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞに 

よる人権教室】 

 ・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの体験等 

・人権ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰを使った紙芝居 

・啓発ｸﾞｯｽﾞの配布 

 

【ﾌｧﾝ交流ｲﾍﾞﾝﾄでの啓発】 

・啓発物品の配布 

 

☆他のﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑとの連携・協力 

を検討（野球、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ等） 

（まずは、ﾒｯｾｰｼﾞをもらうなど、

できることから） 

・その他  ☆著名人ﾒｯｾｰｼﾞの二次利用の検討 

（ﾒｯｾｰｼﾞｶｰﾄﾞ、ﾊﾟｿｺﾝ壁紙等）と

依頼方法の検討 
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見直しのポイント H27 の実施結果 H28 の方向性（案） 

③県民・当事者参加の拡大 

（意見） 
・人権課題の当事者の方々が

参加できるｲﾍﾞﾝﾄづくり 
・当事者ﾒｯｾｰｼﾞの紹介 

☆ TV画面で当事者や出展団体からの

ﾒｯｾｰｼﾞを紹介 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】（参加の拡大） 

当事者等ﾒｯｾｰｼﾞ 20 

出展団体ﾒｯｾｰｼﾞ  9 

☆出展団体紹介をtwitter で発信 

 

 

 

 

 HP 等での県民ﾒｯｾｰｼﾞの募集 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】（実績 1 件） 

 

 中学生人権作文ｺﾝﾃｽﾄ入賞作品紹

介（朗読・冊子）【ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ】 

 来場者ｱﾝｹｰﾄ結果 

とても良かった 62.6％ 

良かった    36.3% 

 TV 画面で当事者や出展団体か

らのﾒｯｾｰｼﾞを紹介 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

 

 

☆出展団体紹介やﾒｯｾｰｼﾞ、当事者

を支援する団体の取組等を

twitter で発信する等、更に充

実させる 

 

 HP 等での県民ﾒｯｾｰｼﾞの募集 

【ﾒｯｾｰｼﾞ展】 

 

 中学生人権作文ｺﾝﾃｽﾄ入賞作品

紹介（朗読・冊子）【ﾊｰﾄﾌﾙﾌｪｽﾀ】 

 


